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「貧
ひんこんもんだい

困問題や気
きこうへんどう

候変動など、地
ちきゅう

球　 を取
と

り巻
ま

く環
かんきょう

境が変
へんか

化する中
なか

で、

 世
せかい

界のすべての人
ひとびと

々が、将
しょうらい

来の世
せだい

代　においても今
いま

の状
じょうたい

態と同
おな

じように 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　  豊
ゆた

かに暮
く

らし続
つづ

けるための 目
もくひょう

標」のことです。

2015 年
ねん

9 月
がつ

にニューヨークの国
こくれんほんぶ

連本部で、150 を超
こ

え  る加
かめいこくしゅのう

盟国首脳が参
さんか

加する「国
こくれんじぞくかのう

連持続可能な開
かいはつ

発サミット」　　　

  が開
かいさい

催され、全
ぜんかいいっち

会一致で「持
じぞくかのう

続可能な開
かいはつ

発のための　2030 アジェンダ（行
こうどうけいかく

動計画）」が採
さいたく

択されました。

　　　    　持
じぞくかのう

続可能とは、「何
なに

かをし続
つづ

けられる」ということ。　2030 アジェンダ（行
こうどうけいかく

動計画）では、世
せかい

界のすべての人
ひとびと

々が

　 将
しょうらい

来においても豊
ゆた

かに暮
く

らし続
つづ

けられるように、2030年
ねん

 までに 17 の目
もくひょう

標を達
たっせい

成することが決
き

められました。 　

　　この17の目
もくひょう

標が「SDGs　（持
じぞくかのう

続可能な開
かいはつもくひょう

発目標）」です。

　世
せかい

界のすべての人
ひと

が取
と

り残
のこ

されずに、豊
ゆた

か　に人
にんげん

間らしく地
ちきゅう

球に住
す

み続
つづ

けられるように、

人
じんけん

権や環
かんきょうもんだい

境問題、経
けいざい

済・社
しゃかい

会の問
もんだい

題など、さま　ざまな課
かだい

題を解
かいけつ

決・改
かいぜん

善するための目
もくひょう

標です。

SDGs（エスディージーズ） とは、持
じぞくかのう

続可能な開
かいはつもくひょう

発目標

 （Sustainable Development Goals）のこと。
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1. 貧
ひんこん

困をなくそう

3. すべての人
ひと

に健
けんこう

康と福
ふくし

祉を

2. 飢
きが

餓をゼロに

4. 質
しつ

の高
たか

い教
きょういく

育をみんなに

5. ジェンダー平
びょうどう

等を実
じつげん

現しよう

6. 安
あんぜん

全な水
みず

とトイレを世
せかいじゅう

界中に

7. エネルギーをみんなに。

　 そしてクリーンに

8. 働
はたら

きがいも経
けいざいせいちょう

済成長も

お金
かね

がなくて食
た

べられない、学
まな

べない、

友
ともだち

達と遊
あそ

べない人
ひと

をなくします。

だれもが 病
びょういん

院 に行
い

ったり生
せいかつ

活の手
てだす

助けを

してもらうことができ、元
げんき

気にくらせる

ようにします。

お腹
なか

が空
す

いている人
ひと

がいない、おいしい

食
た

べ物
もの

を作
つく

りつづけられる世
よ

の中
なか

に

します。

学
がっこう

校や先
せんせい

生を増
ふ

やして、 勉
べんきょう

強 をしたく

てもできない人
ひと

をなくします。

男
おとこ

の子
こ

も女
おんな

の子
こ

もみんな同
おな

じ。

男
おとこ

の子
こ

だから…、女
おんな

の子
こ

だから…を

なくします。

生
せいかつ

活に使
つか

う川
かわ

の水
みず

に汚
よご

れたものを流
なが

さ

ないためにトイレをつくり、きれいな

水
みず

を増
ふや

やします。 

作
つく

る時
とき

や使
つか

う時
とき

に 環
かんきょう

境 にやさしい電
でんき

気

やガスを、みんなが使
つか

えるようにします。

みんなが生
い

き生
い

きと仕
しごと

事をすることで、

世
よ

の中
なか

がもっと豊
ゆた

かになれるように

します。
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SDGsの目
もくひょう

標ってどんなものがあるのかな？
SDGs17の目

もくひょう

標

9. 産
さんぎょう

業と技
ぎじゅつかくしん

術革新の基
きばん

盤を作
つく

ろう

10. 人
ひと

や国
くに

の不
ふびょうどう

平等をなくそう

11. 住
す

み続
つづ

けられるまちづくりを

12. つくる責
せきにん

任、つかう責
せきにん

任

13. 気
きこうへんどう

候変動に具
ぐたいてき

体的な対
たいさく

策を

14. 海
うみ

の豊
ゆた

かさを守
まも

ろう

15. 陸
りく

の豊
ゆた

かさも守
まも

ろう

16. 平
へいわ

和と公
こうへい

正をすべての人
ひと

に

17. パートナーシップで目
もくひょう

標を 

 達
たっせい

成しよう

物
もの

をつくって運
はこ

ぶための建
たてもの

物や道
どうろ

路、

新
あたら

しい物
もの

を生
う

み出
だ

すための技
ぎじゅつ

術や

しくみをつくります。

住
す

む国
くに

がちがっても、みんなが

同
おな

じ豊
ゆた

かさで暮
く

らせるようにします。

みんなが安
あんしん

心して住
す

みつづけられる

まちをつくります。

みんなで、環
かんきょう

境にやさしく作
つく

られた

物
もの

をむだなく使
つか

うようにします。

わたしたちの健
けんこう

康や食
た

べものに

危
きけん

険がおよばないように、地
ちきゅう

球の

温
おんど

度が上
あ

がることをくいとめます。

たくさんの生
い

き物
もの

がくらす海
うみ

を

守
まも

るため、海
うみ

をきれいにしたり、

魚
さかな

をとりすぎないようにします。

森
もり

の健
けんこう

康を守
まも

り、たくさんの生
い

き物
もの

が

くらしつづけられるようにします。

だれもが平
へいわ

和で自
じゆう

由にくらせるように

法
ほうりつ

律で守
まも

ったり、世
せかいじゅう

界中で協
きょうりょく

力し合
あ

っ

たりします。

SDGs の目
もくひょう

標を達
たっせい

成できるように、

世
せかい

界のみんなで助
たす

け合
あ

います。
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鉄
てつ

は高
こうろ

炉と呼
よ

ばれる巨
きょだい

大な炉
ろ

の中
なか

で、鉄
てつぶん

分を豊
ほうふ

富に含
ふく

んだ石
いし

である鉄
てっこうせき

鉱石を、石
せきたん

炭から作
つく

られるコー

クスや石
せっかいせき

灰石と一
いっしょ

緒に高
こうおん

温にして溶
と

かして作
つく

られます。溶
と

かされた鉄
てっこうせき

鉱石や石
せっかいせき

灰石は、重
おも

たい鉄
てつ

が下
した

に沈
しず

み、そして鉄
てつ

よりも軽
かる

い石
いし

の成
せいぶん

分が上
うえ

に浮
う

いて分
ぶんり

離します。この鉄
てつ

といっしょに生
う

まれた石
いし

の

成
せいぶん

分が「鉄
てっこう

鋼スラグ」です（正
せいかく

確には、鉄
てっこう

鋼スラグにはコークスが燃
も

えた後
あと

の灰
はい

の成
せいぶん

分も含
ふく

まれます）。

さらに、せん鉄
てつ

と呼ばれる高
こうろ

炉から出
で

てくる溶
と

けた鉄
てつ

は、転
てんろ

炉という設
せつび

備で成
せいぶん

分を調
ちょうせい

整され、粘
ねば

り強
づよ

焼
しょうけつこう

結鉱

鉄
てっこうせいひん

鋼製品

コークス

（炭
たんそ

素の塊
かたまり

）

焼
や

き固
かた

める

蒸
む

し焼
や

きにする　

焼
しょうけつせつび

結設備

コークス炉
ろ

高
こうろ

炉

く加
かこう

工しやすい鋼（はがね）になります。他
ほか

にも、電
でんきろ

気炉という設
せつび

備でスクラップ（鉄
てつ

くず）を溶
と

か

して鋼
はがね

を作る方法があります。どちらも、石
せっかいせき

灰石から作られる生
せいせっかい

石灰をせん鉄
てつ

やスクラップと一
いっしょ

緒に

溶
と

かすため、ここでも石
いし

の成
せいぶん

分である「鉄
てっこう

鋼スラグ」が生
う

まれます。高
こうろ

炉で鉄
てつ

を作
つく

る過
かてい

程で生
う

まれる

鉄
てっこう

鋼スラグは「高
こうろ

炉スラグ」、転
てんろ

炉や電
でんきろ

気炉で鋼
はがね

を作
つく

る過
かてい

程で生
う

まれる鉄
てっこう

鋼スラグは「製
せいこう

鋼スラグ」と

呼
よ

ばれます。

生
せいせっかい

石灰も石
せっかいせき

灰石から作
つく

られるので、鋼
はがね

をつくる工
こうてい

程で

生
う

まれる鉄
てっこう

鋼スラグもカルシウムを多
おお

く含
ふく

みます。

高
こうろ

炉スラグ

製
せいこう

鋼スラグ

鉄
てっこうせき

鉱石とともに鉄
てっこう

鋼スラグのもとになっている石
せっかいせき

灰石は、

鉄
てっこうせき

鉱石の鉄
てつ

の成
せいぶん

分と石
いし

の成
せいぶん

分を分
ぶんり

離しやすくするために入
い

れている岩
がんせき

石で、カルシウムが主
おも

な成
せいぶん

分。

だから、鉄
てっこう

鋼スラグはカルシウムを多
おお

く含
ふく

みます。

転
てんろ

炉

電
でんきろ

気炉

スクラップ

コークス　　　　

鉄
てっこう

鋼スラグとは何
なん

だろう？

製
せいひん

品をつくる時
とき

にいっしょに生
う

まれてくるものを

副
ふくさんぶつ

産物といいます。鉄
てっこう

鋼スラグは、鉄
てっこうせいひん

鋼製品を

つくる途
とちゅう

中で生
う

まれてくる副
ふくさんぶつ

産物です。

鋼（はがね）
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鉄
てっこうせき

鉱石

石
せきたん

炭

石
せっかいせき

灰石

鉄
てつ

を作
つく

る時
とき

に生
う

まれる副
ふくさんぶつ

産物です。

鉄
てっこう

鋼スラグ

スクラップ
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生
せいせっかい

石灰

生
せいせっかい

石灰

せん鉄
てつ

から鋼
はがね

をつくる設
せつび

備

を転
てんろ

炉、スクラップを溶
と

かして鋼
はがね

をつくる設
せつび

備を

電
でんきろ

気炉といいます。

せん鉄
てつ



溶
と

けた状
じょうたい

態で生まれた鉄
てっこう

鋼スラグは、利
りよう

用する目
もくてき

的に合
あ

わせてさまざまな姿
すがた

に製
せいぞう

造・加
かこう

工されて

いきます。砂
すな

として使
つか

う場
ばあい

合には、水
みず

を吹
ふ

き付
つ

けて急
きゅうげき

激に冷
ひ

やしながら砂
すな

のように細
こま

かく砕
くだ

きま

す。また、石
いし

として使
つか

う場
ばあい

合には空
くうきちゅう

気中で徐
じょじょ

々に冷
ひ

やして大
おお

きく固
かた

めた後
あと

で利
りよう

用しやすい大
おお

きさ

に砕
くだ

きます。さらにセメントに混
まぜ

ぜる場
ばあい

合には砂
すな

の状
じょうたい

態の鉄
てっこう

鋼スラグをすりつぶして粉
こな

にします。

高
こうろ

炉で作
つく

られる鉄
てっこう

鋼スラグを高
こうろ

炉スラグといいます。まだ高
こうおん

温

で溶
と

けている状
じょうたい

態の高
こうろ

炉スラグに水
みず

をかけると、細
こま

かく砕
くだ

かれ

ながら冷
ひ

えて固
かた

まり、粒
つぶ

の大
おお

きさが 5mm よりも小
ちい

さな砂
すな

のよ

うな状
じょうたい

態になります。これが高
こうろすいさい

炉水砕スラグです。砂
すな

の代
か

わり

としてより使
つか

いやすくするために、さらに機
きかい

械で砕
くだ

いたり、ふ

るいで粒
つぶ

の大
おお

きさをととのえたりすることもあります。

高
こうろ

炉スラグ

水
すいさいせつび

砕設備

冷
れいきゃく

却ヤード 破
はさい

砕設
せつび

備

製
せいこう

鋼スラグ

高
こうろ

炉

電
でんきろ

気炉

急
きゅうそく

速に冷
れいきゃく

却

徐
じょじょ

々 に 冷
れいきゃく

却 細
こま

かく砕
くだ

き、粒
つぶ

の大
おお

きさを整
ととの

える
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高
こうおん

温で溶
と

けている高
こうろ

炉スラグを空
くうきちゅう

気中

で徐
じょじょ

々に冷
ひ

やすと大
おお

きな石
いし

の塊
かたまり

になり

ます。これを土
どぼくこうじ

木工事で使
つか

う石
いし

の代
か

わ

りとして使
つか

うため、さらに機
きかい

械で細
こま

か

く砕
くだ

いたり、ふるいで粒
つぶ

の大
おお

きさをと

とのえたものが高
こうろじょれい

炉徐冷スラグです。

大きな粒
つぶ

で 4cm くらいです。

製
せいこう

鋼スラグは全
すべ

て、高
こうろじょれい

炉徐冷スラグ

と同
おな

じ石
いし

のような姿
すがた

に加
かこう

工されます。

製
せいこう

鋼スラグには、転
てんろ

炉からうまれる

転
てんろけい

炉系製
せいこう

鋼スラグと電
でんきろ

気炉からうまれ

る電
で ん き ろ け い せ い こ う

気炉系製鋼スラグがあります。

高
こうろすいさい

炉水砕スラグを機
きかい

械ですりつぶして粉
こな

にしたものが

高
こうろ

炉スラグ微
びふんまつ

粉末です。成
せいぶん

分も形
かたち

もセメントによく似
に

て

いるので、セメントに混
ま

ぜて使
つか

われます。

エージング

水
すいじょうき

蒸気を使
つか

って短
たんじかん

時間で安
あんていか

定化

させる『蒸
じょうき

気エージング」とい

う方
ほうほう

法もあります。

しばらく置
お

いて安
あんてい

定させる

すりつぶして粉
こな

にする

高炉水砕スラグ

ローラー
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高
こうろすいさい

炉水砕スラグ
高
こうろ

炉スラグ微
びふんまつ

粉末

製
せいこう

鋼スラグ

転
てんろけい

炉系 / 電
でんきろけい

気炉系

高
こうろじょれい

炉徐冷スラグ

転
てんろ

炉

鉄
てっこう

鋼スラグは、主
おも

に鉄
てっこうせき

鉱石に含
ふく

まれる鉄
てついがい

以外の成
せいぶん

分や

石
せっかいせき

灰石からできているよ。だから、自
しぜん

然の岩
がんせき

石や砂
すな

、

セメントと成
せいぶん

分が非
ひじょう

常に似
に

ているんだよ。

生
う

まれてきた鉄
てっこう

鋼スラグはどうするの ? 副
ふくさんぶつ

産物の鉄
てっこう

鋼スラグを製
せいひん

品として

利
りよう

用するために、さまざまな用
ようと

途に

応
おう

じた製
せいぞう

造・加
かこう

工を行
おこ

なっています。



二
にさんかたんそ

酸化炭素（CO2）は地
ちきゅうおんだんか

球温暖化の原
げんいん

因とな

る温
おんしつこうか

室効果ガスの代
だいひょうせんしゅ

表選手。

二
にさんかたんそ

酸化炭素は、おもに化
かせきねんりょう

石燃料といわれる

石
せきたん

炭や石
せきゆ

油などを燃
も

やすと発
はっせい

生します。

身
みじか

近なところでは、車
くるま

を動
うご

かすために石
せきゆ

油

か ら 作
つく

ら れ る ガ ソ リ ン を 燃
も

や す こ と で、

二
にさんかたんそ

酸化炭素が発
はっせい

生しています。

他
ほか

にも、電
でんき

気などのエネルギーや、さまざ

まな材
ざいりょう

料や製
せいひん

品をつくるときには多
おお

くの

化
かせきねんりょう

石燃料が使
つか

われるので、大
たいりょう

量の二
にさんかたんそ

酸化炭素

が発
はっせい

生します。

これに対
たい

して、鉄
てっこう

鋼スラグは、化
かせきねんりょう

石燃料を使
つか

わなくても、鉄
てつ

を作
つく

る時
とき

に副
ふくさんぶつ

産物として生
う

ま

れてくる環
かんきょう

境に優
やさ

しい材
ざいりょう

料です。

新
あたら

しいものを作
つく

らずに、

鉄
てっこう

鋼 ス ラ グ を 使
つか

え ば、

地
ちきゅうおんだんか

球温暖化の原
げんいん

因となる

二
にさんかたんそ

酸化炭素の発
はっせい

生を減
へ

ら

すことができるわね。

「高
こうろ

炉スラグ微
びふんまつ

粉末」をセメントに混
ま

ぜて使
つか

うと、混
ま

ぜた分
ぶん

だけ石
せっかいせき

灰石などを焼
や

いてセメントを作
つく

る必
ひつよう

要がなくなるの

で二
にさんかたんそ

酸化炭素の発
はっせい

生を減
へ

らすことができます。

8

環
かんきょう

境に຀
やさ

しい鉄
てっこう

鋼スラグは、自
しぜん

然の石
いし

や、砂
すな

の代わりやセメントの原料とし て役
やくだ

立っているだけでなく、 いろんな製
せいひん

品となって世
よ

の中
なか

のさまざまな

ところで活
かつやく

躍しています。どんな姿
すがた

で活
かつやく

躍しているのか、次
つぎ

のページで見
み

て みましょう。                 

天
てんねん

然の砂
すな

をとらずに済
す

めば、

自
しぜん

然の環
かんきょう

境も守
まも

れるね。

石
いし

や砂
すな

をとるときに使
つか

う

エネルギーや、発
はっせい

生する

二
にさんかたんそ

酸化炭素も減
へ

らせるよ。

天
てんねんしげん

然資源の節
せつやく

約と自
しぜんかんきょう

然環境の

保
ほぜん

全が実
じつげん

現するんだ。

9

瀬
せとうち

戸内での

海
うみすな

砂の採
さいしゅきんし

取禁止

高
こうろすいさい

炉水砕スラグ

高
こうろ

炉スラグ微
びふんまつ

粉末

製
せいこう

鋼スラグ

高
こうろじょれい

炉徐冷スラグ

セメントに混
ま

ぜて

使
つか

えます

天
てんねんせき

然石の代
か

わり

として使
つか

えます

天
てんねん

然の砂
すな

の代
か

わり

として使
つか

えます

鉄
てっこう

鋼スラグは環
かんきょう

境に優
やさ

しいの？ 地
ちきゅうおんだんか

球温暖化の防
ぼうし

止、自
しぜんかんきょう

然環境の保
ほご

護、

省
しょう

エネルギーに貢
こうけん

献します。



詳
くわ

しくは

20 ページ

詳
くわ

しくは

14 ページ

道
どうろようろばんざい

路用路盤材

（アスファルトの下
した

に敷
し

く石
いし

や砂
すな

）

鉄
てっこう

鋼スラグ水
すいわこかたいせい

和固化体製人
じんこうせきざい

工石材・ブロック

（波
なみ

の力
ちから

に耐
た

えられるように、鉄
てっこう

鋼スラグを水
みず

や二
にさんかたんそ

酸化炭素で

固
かた

めて作
つく

った大
おお

きくて重
おも

たい石
いし

やブロック）

マリンブロック

サンドコンパクション材
ざい

（地
じしん

震などに強
つよ

い丈
じょうぶ

夫な土
とち

地をつくる

ために弱
よわ

い地
じめん

面に打
う

ち込
こ

む石
いし

や砂
すな

）

コンクリート用
よう

骨
こつざい

材

（コンクリートを作
つく

る時
とき

に、

セメントや水
みず

と混
ま

ぜる石
いし

や砂
すな

）

10

カルシア改
かいしつざい

質材

（使
つか

い道
みち

を探
さが

すのが難
むずか

しいドロドロの泥
どろ

に混
ま

ぜて、カルシウムの力
ちから

で固
かた

めて使
つか

いやすくする改
かいしつざい

質材）

高
こうろ

炉スラグ微
びふんまつ

粉末

（高
こうろ

炉セメントの原
げんりょう

料。高
こうろ

炉セメントは、

普
ふつう

通セメントに高
こうろ

炉スラグ微
びふんまつ

粉末を

混
ま

ぜて作
つく

った混
こんごう

合セメント）

ビバリーユニット

（海
かいそう

藻に鉄
てつぶん

分を届
とど

けるサプリメント）

11

鉄
てっこう

鋼スラグはどのように利
りよう

用されているの？

詳
くわ

しくは

18 ページ

詳
くわ

しくは

14 ページ

詳
くわ

しくは

16 ページ

セメント

に混
ま

ぜて使える鉄
てっこう

鋼スラグ製
せいひん

品

お米
こめ

や野
やさい

菜の肥
ひりょう

料

肥
ひりょう

料

として田
た

んぼや畑
はたけ

、海
うみ

に栄
えいよう

養を届
とど

ける鉄
てっこう

鋼スラグ製
せいひん

品

改
かいしつざい

質材

として他
た

の材
ざいりょう

料を使
つか

いやすく

変
か

える鉄
てっこう

鋼スラグ製
せいひん

品大
おお

きな石
いし

やブロック

として海
うみ

で活
かつやく

躍する鉄
てっこう

鋼スラグ製
せいひん

品

天
てんねん

然の石
いし

や砂
すな

の代
か

わり

として建
けんせつこうじ

設工事で活
かつやく

躍する鉄
てっこう

鋼スラグ製
せいひん

品

    石
いし

や砂
すな

の代
か

わりやセメントの原
げんりょう

料だけ

   でなく、その特
とくちょう

徴を活
い

かしたさまざまな製
せいひん

品

として利
りよう

用されています！

詳
くわ

しくは

19 ページ



社
しゃかい

会の中
なか

で活
かつやく

躍する鉄
てっこう

鋼スラグ製
せいひん

品は

さまざまな所
ところ

で使
つか

われ、SDGs の中
なか

の

6 つの目
もくひょう

標に役
やくだ

立っているよ。

12

鉄
てっこう

鋼スラグから作
つく

られる製
せいひん

品たちは、地
ちきゅうおんだんかぼうし

球温暖化防止に役
やくだ

立つセメントを

始
はじ

めとして、社
しゃかい

会のいろいろなところでいろいろな SDGs に貢
こうけん

献しています。

どのような SDGs に貢
こうけん

献しているのか、見
み

てみよう。

どのように役
やくだ

立っているのか、

次
つぎ

のページから紹
しょうかい

介していきます。

13

肥
ひりょうこうじょう

料工場

ビル

埋
うめたてち

立地

駐
ちゅうしゃじょう

車 場

防
ぼうはてい

波堤

製
せいてつじょ

鉄所

橋
きょうりょう

梁

農
のうち

地

道
どうろ

路

漁
ぎょば

場

ダム

トンネル

SDGs に貢
こうけん

献する鉄
てっこう

鋼スラグ製
せいひん

品たち

カルシア改
かいしつざい

質材



電
でんきろ

気炉

つくる責
せきにん

任つかう責
せきにん

任

目
もくひょう

標 12【持
じぞくかのう

続可能な消
しょうひ

費と生
せいさん

産】

持
じぞくかのう

続可能な消
しょうひせいさんけいたい

費生産形態を確
かくほ

保します。

（みんなで、環
かんきょう

境にやさしく作
つく

られた物
もの

をむだなく使
つか

うようにします）

製
せいてつじょ

鉄所で作
つく

られる鉄
てっこう

鋼スラグはさまざまな製
せいひん

品となっていろいろなところで活
かつやく

躍

しています。そもそもこのように、作
つく

られたものをきちんと使
つか

うことが、SDGs

の 12 番
ばんめ

目の目
もくひょう

標である「つくる責
せきにん

任つかう責
せきにん

任」を果
は

たしているということで

す。 鉄
てっこう

鋼スラグは年
ねんかん

間 4000 万
まん

トン近
ちか

く、 東
とうきょう

京ドーム 14 個
こぶん

分も発
はっせい

生しますが、

そのほとんど全
すべ

てと言
い

える 99% 以
いじょう

上を製
せいひん

品として世
よ

の中
なか

に役
やくだ

立てています。

一
いちねんかん

年 間 で 東
とうきょう

京 ド ー ム 14

個
こぶん

分もの鉄
てっこう

鋼スラグがきち

んと使
つか

われているのよ。

品
ひんしつかんり

質管理を行
おこな

い、

安
あんぜん

全な製
せいひん

品にして

いるよ。

鉄
て つ

を作
つ く

るときの副
ふ く さ ん ぶ つ

産物である鉄
て っ こ う

鋼スラグのほとんど

全
す べ

てを、製
せ い ひ ん

品として世
よ

の中
な か

に役
やくだ

立てています。

東
とうきょう

京ドーム 14 個
こぶん

分

高
こうろ

炉

転
てんろ

炉

冷
れいきゃく

却ヤード

破
はさいせつび

砕設備

気
きこうへんどう

候変動に具
ぐたいてき

体的な対
たいさく

策を

目
もくひょう

標 13【気
きこうへんどう

候変動】

気
きこうへんどう

候変動及
およ

びその影
えいきょう

響を軽
けいげん

減するための緊
きんきゅうたいさく

急対策を講
こう

じます。

（わたしたちの健
けんこう

康や食
た

べものに危
きけん

険がおよばないように、地
ちきゅう

球の温
おんど

度があがることをくいとめます）

鉄
てつ

を作
つく

る高
こうろ

炉で生
う

まれた鉄
てっこう

鋼スラグを粉
こな

にして、普
ふつう

通のセメントに混
ま

ぜて作
つく

るセメントを、

「高
こうろ

炉セメント」といいます。

普
ふつう

通のセメントは、石
せっかいせき

灰石などを焼
や

いて作
つく

るときに大
たいりょう

量の二
にさんかたんそ

酸化炭素が出
で

てしまいますが、

鉄
てっこう

鋼スラグを混
ま

ぜて使
つか

えば、鉄
てっこう

鋼スラグを混
ま

ぜただけ普
ふつう

通のセメントを作
つく

る必
ひつよう

要がなくなり、

新
あら

たに発
はっせい

生する二
にさんかたんそ

酸化炭素を減
へ

らすことができます。二
にさんかたんそ

酸化炭素の発
はっせい

生を減
へ

らすことは、

干
かん

ばつや巨
きょだい

大な台
たいふう

風の発
はっせい

生や、氷
ひょうが

河などが溶
と

けることによる海
かいめんじょうしょう

面上昇を引
ひ

き起
お

こす地
ちきゅうきぼ

球規模

の気
きこうへんどう

候変動である「地
ちきゅうおんだんか

球温暖化」をおさえるために非
ひじょう

常に重
じゅうよう

要なことです。

高
こうろ

炉セメントを使
しよう

用したコンクリートは、

長
ちょうきてき

期的に強
きょうど

度が大
おお

きいなどの特
とくちょう

長があり、

ダムなどの大
おおがたどぼくこうじ

型土木工事やトンネル工
こうじ

事

などに使
つか

われているよ。

地
ち き ゅ う お ん だ ん か

球温暖化をおさえるため、

CO2の発
は っ せ い

生を減
へ

らします。

普
ふつう

通セメントと高
こうろ

炉セメントの製
せいぞうひかく

造比較

普
通
セ
メ
ン
ト

普
通
セ
メ
ン
ト

高
炉
セ
メ
ン
ト

高
炉
セ
メ
ン
ト

ふ
つ
う

ふ
つ
う

こ
う
ろ

こ
う
ろ

原料工程原料工程 焼成工程焼成工程 仕上げ工程仕上げ工程
げんりょうこうていげんりょうこうてい しょうせいこうていしょうせいこうてい しあ　　　こうていしあ　　　こうてい 混

合
混
合

こ
ん
ご
う

こ
ん
ご
う

CO2

CO2

高
こうろすいさい

炉水砕スラグ 高
こうろ

炉スラグ微
びふんまつ

粉末

製
せいこう

鋼スラグ

高
こうろじょれい

炉徐冷スラグ

水
すいさいせつび

砕設備

製
せいてつじょ

鉄所

14

機
きかい

械で砕
くだ

いで粉
こな

にする 回
かいてんがま

転釜で焼
や

き固
かた

める 機
きかい

械で砕
くだ

いで粉
こな

にする

CO2 の発
はっせい

生なし

（焼
しょうせいこうてい

成工程なし）

高
こうろすいさい

炉水砕スラグ

高
こうろ

炉セメントの生
せいさん

産による年
ねんかん

間CO2削
さくげんりょう

減量 =360万
まん

トン

高
こうろ

炉スラグ微
びふんまつ

粉末

15

機
きかい

械で砕
くだ

いで粉
こな

にして、普
ふつう

通セメントと混
ま

ぜる

石
せっかいせき

灰石 粘
ねんど

土



浚
しゅんせつど

渫土 カルシア改
かいしつざい

質材 カルシア改
かいしつど

質土

飢
きが

餓をゼロに

目
もくひょう

標 2【飢
きが

餓】

飢
きが

餓を終
お

わらせ、食
しょうくりょうあんぜんほしょう

料安全保障及
およ

び栄
えいよう

養の改
かいぜん

善を実
じつげん

現し、

持
じぞくかのう

続可能な農
のうぎょう

業を促
そくしん

進する

（お腹
なか

が空
す

いている人
ひと

がいない、おいしい食
た

べ物
もの

をつくりつづけられる世
よ

の中
なか

にします）

海
うみ

で作
つく

られた天
てんねん

然の岩
がんせき

石である鉄
てっこうせき

鉱石や石
せっかいせき

灰石から生
う

まれた鉄
てっこう

鋼スラグからは、 お米
こめ

や野
やさい

菜の

肥
ひりょう

料となるいろいろなミネラルが出
で

てきます。まずはカルシウム。土
つち

が酸
さんせいか

性化し過
すぎ

ぎないよう

にアルカリ分
ぶん

を与
あた

え、お米
こめ

や野
やさい

菜が育
そだ

ちやすい pH に保
たも

つことができます。そしてケイ素
そ

。お

米
こめ

を作
つく

るときに育
そだ

てる稲
いね

は、ケイ素
そ

の効
こうか

果で茎
くき

が丈
じょうぶ

夫になり、強
きょうふう

風などに対
たい

しても倒
たお

れにくく

なります。また、葉
は

っぱがピンとすることで稲
いね

の奥
おく

まで光
ひかり

が当
あ

たって生
せいいく

育が良
よ

くなり、お米
こめ

が

たくさん実
みの

ります。

他
ほか

にも、鉄
てつぶん

分、マグネシウム、マンガンなどのミネラルで、野
やさい

菜がよく育
そだ

つ土
つち

を作
つく

ることが

できます。土
つち

が良
よ

くなると、病
びょうき

気などに強
つよ

い野
やさい

菜が育
そだ

ち、収
しゅうかくりょう

穫量がアップします。 

鉄
て っ こ う

鋼スラグの肥
ひ り ょ う

料で今までよりも

たくさんの作
さ く も つ

物を作
つ く

ることができます。

高炉スラグを原料とした肥料 製鋼スラグを原料とした肥料
こうろ げんりょう ひりょう せいこう げんりょう ひりょう

製鋼スラグ
せいこう

高炉スラグ
こうろ

16

産
さんぎょう

業と技
ぎじゅつかくしん

術革新の基
きばん

盤をつくろう

目
もくひょう

標 9【インフラ、産
さんぎょうか

業化、イノベーション】

強
きょうじん

靭（レジリエント）なインフラ構
こうちく

築、包
ほうせつてき

摂的かつ

持
じぞくかのう

続可能な産
さんぎょうか

業化の促
そくしん

進及
およ

びイノベーションの推
すいしん

進を図
はか

ります

（物
もの

をつくって運
はこ

ぶための建
たてもの

物や道
どうろ

路、新
あた

しい物
もの

を生
う

み出
だ

すための技
ぎじゅつ

術やしくみをつくります）

産
さんぎょう

業を営
いとな

みつづけ、さらなる技
ぎじゅつかくしん

術革新で発
はってん

展させるためには、物
もの

を製
せいぞう

造したり、物
もの

やエネルギー

を輸
ゆそう

送したりするさまざまな建
たてもの

物や乗
の

り物
もの

などの、産
さんぎょう

業を支
ささ

える丈
じょうぶ

夫な基
きばん

盤が必
ひつよう

要です。 

鉄
てっこう

鋼スラグ製
せいひん

品は、道
どうろ

路の建
けんせつ

設や、港
みなと

を波
なみ

から守
まも

るための防
ぼうはてい

波堤の建
けんせつ

設、そして、大
おお

きな

工
こうじょう

場を支えるための地
じしん

震に強
つよ

い地
じばん

盤の造
ぞうせい

成など、 産
さんぎょう

業を支
ささ

える基
きばん

盤づくりのいろいろなとこ

ろで活
かつやく

躍しています。

産
さんぎょう

業に必
ひ つ よ う

要な丈
じ ょ う ぶ

夫で壊
こ わ

れにくい道
ど う ろ

路や

港
みなと

、建
た て も の

物を作
つ く

ります。

道路用路盤材
どうろよう ろばんざい

鉄鋼スラグ製人工石材
てっこう せい じんこう せきざい

17

どうして、作
さくもつ

物が育
そだ

つの？

スラグには作
さくもつ

物の育
いくせい

成に効
こうか

果のある

肥
ひりょうせいぶん

料成分が含
ふく

まれているんだ。

鉄
てっこう

鋼スラグを用
もち

いた道
どうろようろばんざい

路用路盤材は、

長
ちょうき

期にわたり固
かた

まる特
とくちょう

長があることか

ら耐
たいきゅうせい

久性にすぐれ、施
せこう

工のし易
やす

さも

評
ひょうか

価されているんだ。

川
かわ

から運
はこ

ばれてきた泥
どろ

が港
みなと

などの海
かいてい

底にた

まると、大きな船
ふね

の通
つうこう

行のさまたげになるため、さ

らってとりのぞく必
ひつよう

要がある。このとりのぞいた泥
どろ

（浚
しゅんせつど

渫土といいます）に混
ま

ぜ徐
じょじょ

々に固
かた

めて強
つよ

い土
つち

に変
か

え

てやるのが「カルシア改
かいしつざい

質材」。カルシア改
かいしつざい

質材によっ

て強
つよ

くなった泥
どろ

は「カルシア改
かいしつど

質土」とよばれるよ。

カルシア改
かいしつど

質土で埋
う

め立
た

てられた丈
じょうぶ

夫な土
とち

地は、地
じしん

震

で地
ちちゅう

中の土
どしゃ

砂が液
えきたい

体のようになる「液
えきじょうかげんしょう

状化現象」が起
お

こらないんだ。

カルシア改
かいしつど

質土

カルシア改
かいしつざい

質材

浚
しゅんせつど

渫土



海
うみ

の豊
ゆた

かさを守ろう

目
もくひょう

標 14【海
かいようしげん

洋資源】

持
じぞくかのう

続可能な開
かいはつ

発のために、海
かいよう

洋・海
かいようしげん

洋資源を保
ほぜん

全し、

持
じぞくかのう

続可能な形
かたち

で利
りよう

用します

（たくさんの生
い

き物
もの

がくらす海
うみ

を守
まも

るため、海
うみ

をきれいにしたり、魚
さかな

をとりすぎないようにします）

海
かいそう

藻とは、海
うみ

の中
なか

の石
いし

や岩
いわ

に生
は

えて生
せいかつ

活する藻
も

のことです。みんなが食
た

べているコンブやワカ

メ、ノリなどは、どれも海
かいそう

藻です。海
かいそう

藻がしげる海
うみ

の森
もり

のことを、藻
もば

場といいます。藻
もば

場は、

生
い

き物
もの

がかくれたり、卵
たまご

を産
う

んだりする場
ばしょ

所になったり、水
みず

をきれいにしたり、海
かいちゅう

中で酸
さんそ

素を

作
つく

ってくれたりして、さまざまな海
うみ

の生
せいぶつ

物の生
せいかつ

活を支
ささ

えてくれています。 しかし、この大
たいせつ

切

な藻
もば

場は、年
ねんねんげんしょう

々減少しています。

原
げんいん

因は、地
ちきゅうおんだんか

球温暖化によって海
かいすい

水の温
おんど

度が、海
かいそう

藻が育
そだ

ちにくい温
おんど

度に上
あ

がってしまったことや、

海
かいすいおん

水温が上
あ

がったことでウニなどの海
かいそう

藻を食
た

べる生
せいぶつ

物が冬
ふゆ

でも動
うご

き回
まわ

って海
かいそう

藻を食べるように

なったこと。他
ほか

にも、栄
えいようぶん

養分である鉄
てつぶん

分が少
すく

なくなっていることや、海
かいそう

藻が生
は

える石
いし

や岩
いわ

や

海
かいそう

藻に光
ひかり

が当
あ

たる浅
あさ

い海
うみ

が減
へ

っていることが原
げんいん

因と考
かんが

えられています。この、少
すく

なくなってい

る鉄
てつぶん

分を海
かいそう

藻に届
とど

ける鉄
てっこう

鋼スラグ製
せいひん

品が、「ビバリーユニット」。海
かいそう

藻が生
は

える石
いし

や岩
いわ

として使
つか

うための製
せいひん

品が「鉄
てっこう

鋼スラグ水
すいわこかたいせい

和固化体製人
じんこうせきざい

工石材・ブロック」・「マリンブロック」、そして、

海
かいそう

藻に光
ひかり

が当
あ

たる浅
あさ

い海
うみ

を作
つく

るのに役
やくだ

立つのが「カルシア改
かいしつざい

質材」です。

鉄
てっこう

鋼スラグは、植
しょくぶつ

物が吸
きゅうしゅう

収しやすい鉄
てつぶん

分を豊
ほうふ

富に含
ふく

ん

でいるので、海
かいそう

藻に鉄
てつぶん

分を与
あた

えるのにはぴったりな

材
ざいりょう

料。鉄
てっこう

鋼スラグを腐
ふようど

葉土と混
ま

ぜて作
つく

られる「ビバリー

ユニット」は、森
もり

から川
かわ

を通
つう

じて海
かいそう

藻へ

と届
とど

けられる鉄
てつぶん

分を、森
もり

と同
おな

じ仕
しく

組みで

作
つく

り出
だ

し、海
かいそう

藻に届
とど

けることができます。

袋
ふくろ

に詰
つ

め、海
かいがん

岸に埋
う

めて使
しよう

用

鉄
てつ

の箱
はこ

に詰
つ

め、海
かいてい

底に沈
しず

めて使
しよう

用

ビバリーユニット

鉄
てつ

鉄
てつ

鉄
てつ

鉄
てつ

鉄
てつ

鉄
てつ

鉄
てつ

鉄
てつ

鉄
てつ
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泥
どろ

が港
みなと

などの海
かいてい

底にたまって水
すいしん

深が浅
あさ

くなってしまうと、大
おお

きな船
ふね

が通
つうこう

行できな

くなってしまうため、海
かいてい

底をさらって泥
どろ

をとりのぞく必
ひつよう

要があります。この海
かいてい

底

からとりのぞいた泥
どろ

を、浚
しゅんせつど

渫土といいます。浚
しゅんせつど

渫土は、たくさんの水
みず

を含
ふく

んでい

てとても柔
やわら

らかく、その使
つか

い道
みち

を探
さが

すのが難
むずか

しいため、ほとんどが海
かいめん

面の埋
う

め

立
た

てに使
つか

われています。この浚
しゅんせつど

渫土に混
ま

ぜて、カルシウムの力で固
かた

めるのが「カ

ルシア改
かいしつざい

質材」です。カルシア改
かいしつざい

質材によって固
かた

められ、強
つよ

くなった泥
どろ

はカルシア改
かいしつど

質土と呼ばれ、 

海
かいそう

藻が太
たいよう

陽の光
ひかり

を受
う

けて育
そだ

つことができる浅
あさ

い海
うみ

を作
つく

るための材
ざいりょう

料として利
りよう

用することができます。

海
かいそう

藻がしげった海
うみ

は生
せいぶつ

物が集
あつ

まる豊
ゆた

かな海
うみ

に変
か

わ

ります。

カルシア改
かいしつど

質土で作
つく

った浅
あさ

い海
うみ

に生
は

えた海
かいそう

藻

浚
しゅんせつど

渫土にカルシア改
かいしつざい

質材を混
ま

ぜている様
ようす

子

かルシア改
かいしつざい

質材
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カルシア改
かいしつど

質土（カルシア改
かいしつざい

質材で固
かた

めた泥
どろ

）

で光
ひかり

が届
とど

く浅
あさ

い場
ばしょ

所を作
つく

る

カルシア改
かいしつど

質土

カルシア改
かいしつざい

質材

浚
しゅんせつど

渫土



鉄
てっこう

鋼スラグ水
すいわこかたいせい じんこうせきざい

和固化体製人工石材・ブロック

マリンブロック

セメントに混
ま

ぜて使
つか

える粉
こな

の鉄
てっこう

鋼スラグである高
こうろ

炉ス

ラグ微
びふんまつ

粉末と、石
いし

や砂
すな

の状
じょうたい

態の製
せいこう

鋼スラグに水
みず

をまぜ

て練
ね

り、コンクリートのように固
かた

めて作
つく

る人
じんこう

工の石
いし

や

ブロックです。環境にやさしい鉄
てっこう

鋼スラグだけで作
つく

ら

れた、海
かいそう

藻が生
う

えるための石
いし

や

ブロックです。

製
せいこう

鋼スラグと CO2 を反
はんのう

応させて固
かた

めたブロックです。

石
いし

や岩
いわ

と同
おな

じように、海
かいそう

藻が生
は

える場
ばしょ

所を作
つく

ることが

できます。製
せいぞう

造するときに CO2 を吸
きゅうしゅう

収してくれるので、

地
ちきゅうおんだんかぼうし

球温暖化防止にも役
やくだ

立ちます。成
せいぶん

分がサンゴと似
に

て

いるマリンブロックには、海
かいそう

藻だけではなくサンゴも

好
この

んで生
は

えるので、南
みなみ

の海
うみ

の豊
ゆた

かさを守
まも

るサンゴ礁
しょう

を

育
そだ

てることにも役
やくだ

立ちます。 

鉄
てっこう

鋼スラグ水和
すいわこかたいせい

固化体製人
じんこうせきざい

工石材・ブロック

に生
は

えた海
かいそう

藻

マリンブロックと、マリンブロックに生
は

えたサンゴ

海
う み

の生
せ い ぶ つ

物がくらす海
か い そ う

藻の森
もり

（海
う み

の森
も り

）がしげる、

豊
ゆ た

かな海
う み

を作
つ く

ります。

海
かいそう

藻やサンゴが生
は

える場
ばしょ

所をつく

る、さまざまな鉄
てっこう

鋼スラグ製
せいひん

品が

あるんだね。

海
かいそう

藻が生
は

えると生
せいぶつ

物が集
あつ

まり、

豊
ゆた

かな海
うみ

ができるのよ。
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豊
ゆ た

かな海
う み

は、環
かんきょう

境をよくするとともに

働
はたら

きがいのある仕
しごと

事も生
う

み出
だ

します。

海
かいそう

藻は、陸
りくじょう

上の植
しょくぶつ

物のように （CO2）を吸
す

って光
こうごうせい

合成を行い、 酸
さんそ

素（O2）

を放
ほうしゅつ

出して残
のこ

った炭
たんそ

素（C）を蓄
たくわ

えます。やがて、 海
かいそう

藻が岩
いわ

や石
いし

から

はがれて海
うみ

に漂
ただよ

い、深
ふか

い海
うみ

の底
そこ

に沈
しず

むと、 CO2 のもととなる炭
たんそ

素は

ずっとそこに閉
と

じ込
こ

められて大
たいき

気に戻
もど

らなく

なります。つまり、地
ちきゅう

球温
おんだんか

暖化の原
げんいん

因となる

CO2 が大
たいき

気から減
へ

るということになります。

森
しんりん

林が吸
きゅうしゅう

収して蓄
たくわ

えてくれる炭素がグリーン

カーボンと呼
よ

ばれるように、近
きんねん

年では海
かいそう

藻の

ような浅
あさ

い海
うみ

で育
そだ

つ生
せいぶつ

物たちが吸
きゅうしゅう

収して蓄
たくわ

え

てくれるカーボンはブルーカーボンと呼
よ

ば

れ、 地
ちきゅう

球温
おんだんか

暖化の防
ぼうし

止に役
やくだ

立つことが期
きたい

待さ

れています。

働
はたら

きがいも経
けいざいせいちょう

済成長も

目
もくひょう

標 8【持
じぞくかのう

続可能な経
けいざいせいちょう

済成長】

包
ほうせつてき

摂的かつ持
じぞくかのう

続可能な経
けいざいせいちょう

済成長及
およ

びすべての人
ひとびと

々の完
かんぜん

全かつ

生
せいさんてき

産的な雇
こよう

用と働
はたら

きがいのある人
にんげん

間らしい雇
こよう

用（ディーセント・ワーク）を促
そくしん

進します

（みんなが生
い

き生
い

きと仕
しごと

事をすることで、世
よ

の中
なか

がもっとゆたかになれるようにします）

鉄
てっこう

鋼スラグ製品によって、近くに藻
もば

場のある豊
ゆた

かな海
うみ

ができた

漁
りょうし

師さんは、 時
じかん

間やお金
かね

をかけて遠
とお

くに行
い

かなくてもたくさんの

魚
さかな

や貝
かい

などの海
かいさんぶつ

産物を獲
と

ることができるようになります。そして、

仕
しごと

事が楽
らく

になり、生
せいかつ

活も豊
ゆた

かになった漁
りょうし

師さんは、やりがいを

持
も

ってずっと働
はたら

き続
つづ

けられるようになります。さらに、 

漁
りょうし

師さんが獲
と

った海
かいさんぶつ

産物を運
ほこ

んだり、いろいろな食
た

べ物
もの

に加
かこう

工したり、お店
みせ

で売
う

ったりするたくさんの人
ひとびと

々も

働
はたら

きがいを持
も

って仕
しごと

事をすることができるようになり、 

経
けいざい

済が豊
ゆた

かになっていきます。

気
きこうへんどう

候変動に具
ぐたいてき

体的な対
たいさく

策を

目
もくひょう

標 13【気
きこうへんどう

候変動】

気
きこうへんどう

候変動及
およ

びその影
えいきょう

響を軽
けいげん

減するための緊
きんきゅうたいさく

急対策を講
こう

じます。

（わたしたちの健
けんこう

康や食
た

べものに危
きけん

険がおよばないように、

地
ちきゅう

球の温
おんど

度があがることをくいとめます）
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海
うみ

が豊
ゆた

かになって魚
さかな

がたくさん取
と

れるように

なると、仕
しごと

事にやりがいが持
も

てるよ。

CO2

O2

C

C C

C C

C

O2

O2

CO2

CO2CO2

C

CC

C

C

C

C

C
C

C

「グリーンカーボン」

「ブルーカーボン」

藻
もば

場は、ブルーカーボン

としても役
やくだ

立つ！
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